
証券コード　4334
平成30年４月６日

株 主 各 位
堺市堺区戎島町４丁4 5番地の１

代表取締役社長 谷 口 行 規

第26期定時株主総会招集ご通知

拝啓　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
さて、当社第26期定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、

ご出席くださいますようご通知申しあげます。
なお、当日ご出席願えない場合は、書面によって議決権を行使することができ

ますので、お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討いただきまして、同封

の議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示いただき、平成30年４月25日（水

曜日）午後６時30分までに到着するようご返送くださいますようお願い申しあげ

ます。

敬　具
記

１．日 時 平成30年４月26日（木曜日）　午前10時
２．場 所 堺市堺区戎島町４丁45番地の１

ホテル・アゴーラ リージェンシー堺　３階 利休の間
３．目 的 事 項

報 告 事 項 第26期（平成29年２月１日から平成30年１月31日まで）
事業報告ならびに計算書類報告の件

決 議 事 項
第１号議案 剰余金の処分の件
第２号議案 監査役１名選任の件

 以　上

◎本定時株主総会ご出席の株主の皆様への、お土産・飲食物のご用意はございま
せん。何卒ご理解くださいますようお願い申しあげます。

◎当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出
くださいますようお願い申しあげます。

◎株主総会参考書類、事業報告および計算書類に修正が生じた場合は、インター
ネット上の当社ウェブサイト（http://www.yukes.co.jp/)に掲載させていただ
きます。
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（添付書類）

第26期　事業報告

(平成29年２月１日から
平成30年１月31日まで)

１．会社の現況

（１）事業の経過および成果

　当事業年度におけるわが国経済は、政府の経済対策や金融政策を背景に緩

やかな回復基調が続いている一方で、海外では欧米諸国やアジア諸国の政策

動向に不確実性が残っているため、依然として楽観できない状況であります。

当社に関連するエンタテインメント業界では、家庭用ハードにおきまして

平成29年３月に発売された「Nintendo Switch」の全世界における累計販売台

数が同年12月に1,000万台を突破し国内では品薄が続いた一方で、発売から４

年以上が経過している「プレイステーション４」も勢いは衰えず同時期に累

計販売台数が7,000万台を超えております。これらのハードと対応するソフ

トが市場全体を牽引した結果、家庭用ハードと家庭用ソフトの両方において

前年の市場規模を上回りました。ＶＲ（仮想現実）分野では、各地で期間限

定のイベントが開催されたり、ゲームセンターや商業施設内に体験施設が常

設されるなど、身近なものとして定着しつつあります。

このような状況のもと、当社グループの受託ソフトにおきましては、主力

シリーズの最新作「WWE 2K18」（Ｘbox One、プレイステーション４用）が平

成29年10月より海外にて発売されております。加えまして、平成30年発売予

定の３Ｄアクションシューティングゲーム「EARTH DEFENSE FORCE: IRON 

RAIN」（プレイステーション４用）の開発が順調に進んでおります。

パチンコ・パチスロ分野におきましては、３タイトルの画像開発プロジェ

クトが終了しております。

自社コンテンツの「AR performers」では、ＡＲ（Augmented Reality＝拡

張現実）による最新技術を駆使した本格ライブ「2nd A'LIVE」・「3rd A'LIVE」

およびディレクターズカット版の上映会「1st A'LIVE REWIND」・「REWIND2」

の４つのイベントを開催しております。今後は平成30年４月にＤＭＭ　ＶＲ

シアターで「REWIND3」の開催が予定されております。ＣＤ販売では、ミニア

ルバム「A'LIVE2」が平成29年７月に、「A'LIVE3」が同年12月にエイベック

ストラックスよりそれぞれ発売されております。
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　以上の結果、売上高3,067,288千円（前期比5.5％減）、営業利益14,063千

円（前期は営業損失52,304千円）、経常損失71,264千円（前期は経常利益

38,726千円）、当期純損失53,154千円（前期は当期純損失3,315千円）となり

ました。

（２）設備投資の状況

　当事業年度において実施いたしました設備投資の総額は13,611千円であり

ます。その主な内容は、開発用機材および開発用ソフトウェアの購入であり

ます。

（３）資金調達の状況

　当事業年度におきましては、増資または社債発行による資金調達は行って

おりません。

（４）財産および損益の状況の推移
（単位：千円）

第　23　期
(平成27年１月期)

第　24　期
(平成28年１月期)

第　25　期
(平成29年１月期)

第26期
(当事業年度)

 (平成30年１月期）

売 上 高 3,623,286 4,796,454 3,247,226 3,067,288

経常利益または経常
損 失 （ △ ）

220,159 1,086,583 38,726 △71,264

当期純利益または当
期 純 損 失 （ △ ）

117,618 670,946 △3,315 △53,154

１株当たり当期純利益
または１株当たり当期
純 損 失 （ △ ）

13.60円 77.56円 △0.38円 △6.14円

総 資 産 3,756,120 4,350,837 6,065,249 6,794,089

純 資 産 2,735,914 3,323,246 3,239,635 3,110,035

１株当たり純資産額 316.25円 384.14円 374.48円 359.49円

（注）１株当たり当期純利益または１株当たり当期純損失（△）は期中平均発行済株式総数（た
だし自己株式数控除後）にもとづき算出しております。
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（５）重要な親会社および子会社の状況

①　親会社との関係

該当事項はありません。

②　重要な子会社の状況

会 　 社 　 名 資 本 金 出資比率 主 要 な 事 業 内 容

Y U K E ' S  L A  I n c . 10千米ドル

100.0％ デ ジ タ ル コ ン テ ン ツ 事 業㈱ フ ァ イ ン  10,000千円

ユ ー ク ス ミ ュ ー ジ ッ ク ㈱ 10,000千円

③　企業結合の成果

上記の重要な子会社を含む当連結会計年度の売上高は3,351,473千円（前

期比8.0％減）、経常損失は29,060千円（前期は経常利益121,470千円）、

親会社株主に帰属する当期純損失は25,852千円（前期は親会社株主に帰属

する当期純利益54,808千円）となりました。

（６）対処すべき課題

　急速な技術の進歩にともなってユーザーの求めるエンタテインメントが多

様化・複雑化の一途を辿る中、ユーザーやクライアントのニーズに沿ったデ

ジタルコンテンツを開発・制作し、事業規模および事業領域の拡大を遂げる

ためには、経営資源の効率的な活用が重要と認識しております。

　受託開発については、開発効率のさらなる向上を目指して、当社独自の強

みを活かす新しい技術の導入および既存技術の応用を含む当社独自の技術力

の蓄積と、クライアントとの関係強化に積極的に取り組んでまいります。

　当社独自の知的財産の活用については、ゲームソフト開発に留まらず、ス

マートフォンアプリ、ライブイベント、キャラクター関連商品、ファンクラ

ブなどマルチユース展開することを通じて、シナジー効果の創出に努めます。

また、ターゲット世代に応じてＳＮＳなどを最大限活用した情報発信を行う

ことにより認知度を高め、ユークスブランドのさらなる浸透・発展を目指し

てまいります。
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（７）主要な事業内容（平成30年１月31日現在）

当社の事業区分はデジタルコンテンツ事業１区分ですが、その内訳は以下

のとおりであります。

区 分 主 な 内 容

ゲ ー ム ソ フ ト
家庭用ゲームソフト、業務用ゲームソフトの企画・開発・販売

オンラインゲームの企画・開発・運営

パチンコ・パチスロ パチンコ・パチスロの画像開発

映 像 ・ 音 楽

コンサート・イベントの企画・制作・運営

映像・音楽ソフトの企画・制作・販売

音楽著作権の取得・管理

（８）主要な営業所（平成30年１月31日現在）

名 称 所 在 地

本 社 堺市堺区

横 浜 開 発 室 横浜市神奈川区

（９）従業員の状況（平成30年１月31日現在）

従 業 員 数 前 期 末 比 増 減 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数

222名 ２名増 35歳３ヶ月 ８年６ヶ月

（注）従業員数は、就業人員であります。

（10）主要な借入先の状況（平成30年１月31日現在）

借　入　先 借　入　額

株 式 会 社 紀 陽 銀 行 1,750,000千円

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 900,000

株 式 会 社 三 菱 東 京 U F J 銀 行 100,000
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２．会社の株式に関する事項（平成30年１月31日現在）
（１）発行可能株式総数　　 44,360,000株
（２）発行済株式の総数　　 11,096,000株
（３）株主数　　　　　　　　　　8,128名
（４）大株主（上位10名）

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

千株 ％
㈱ ト ラ ッ ド 2,600 30.05

谷 口 行 規 1,350 15.60

サ ミ ー ㈱ 500 5.78

ユ ー ク ス 従 業 員 持 株 会 285 3.30

品 治 康 隆 254 2.94

橋 木 孝 志 165 1.91

石 黒 嘉 之 120 1.39

原 　 典 史 96 1.11

北 口 徳 一 77 0.89

山 中 樹 生 63 0.74

(注)１．当社は、自己株式を2,444,871株保有しておりますが、上記大株主からは
除外しております。

２．持株比率は、自己株式数（2,444,871株）を控除して計算しております｡

３．会社の新株予約権等に関する事項（平成30年１月31日現在）
該当事項はありません。
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４．会社役員に関する事項

（１）取締役および監査役の状況（平成30年１月31日現在）

地　　位 氏　　名 担 当 お よ び 重 要 な 兼 職 の 状 況

代表取締役社長 谷 口 行 規 ㈱ファイン代表取締役会長

常 務 取 締 役 品 治 康 隆 管理部長

取 締 役 橋 木 孝 志 システム担当、㈱ファイン代表取締役社長

常 勤 監 査 役 前 川 　 健 公認会計士

監 査 役 上 田 耕 治
関西学院大学専門職大学院経営戦略研究科教授

公認会計士、ネクサス監査法人代表社員

監 査 役 稲　津　喜久代 司法書士

（注）１．監査役　上田耕治氏および監査役　稲津喜久代氏は、社外監査役であります。
２．常勤監査役　前川　健氏は、公認会計士として企業会計に精通しており、財務および
会計に関する相当程度の知見を有しております。

３．監査役　上田耕治氏は、大学院教授および公認会計士として企業会計に精通しており、
財務および会計に関する相当程度の知見を有しております。

４．当社は、監査役　上田耕治氏および監査役　稲津喜久代氏の２名を、東京証券取引所
の定める独立役員として指定し、同取引所に届け出ております。

５．取締役　市村和雄氏は、社外取締役でありましたが、平成29年２月22日をもって逝去
により退任いたしました。

（２）取締役および監査役に支払った報酬等の総額

区 分 支 給 人 員 支 給 額

取　締　役 ４名 128,520千円

（うち社外取締役） (１名) (360千円)

監　査　役 ３名 15,600千円

(うち社外監査役) (２名) （7,200千円)

合　 　計 ７名 144,120千円

（注）上記には、平成29年２月22日に逝去により退任した社外取締役１名を含んでおります。
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（３）社外役員に関する事項

①他の法人等との重要な兼職の状況および当社と当該他の法人等との

関係

地　　位 氏　　名 重 要 な 兼 職 の 状 況 当 社 と の 関 係

監 査 役 上田耕治
関 西 学 院 大 学 専 門 職 大 学 院
経 営 戦 略 研 究 科 教 授

ネ ク サ ス 監 査 法 人 代 表 社 員
特別の関係はありません。

②当事業年度における主な活動状況

地　　位 氏　　名 主 な 活 動 状 況

監 査 役 上 田 耕 治

当事業年度に開催された取締役会15回すべてに出席し、
また、当事業年度に開催された監査役会６回すべてに出
席しました。
必要に応じ、主に大学院教授および公認会計士としての
専門的見地から発言を行っております。

監 査 役 稲　津　喜久代

当事業年度に開催された取締役会15回すべてに出席し、
また、当事業年度に開催された監査役会６回すべてに出
席しました。
必要に応じ、主に司法書士としての専門的見地から発言
を行っております。

③責任限定契約の内容の概要

　当社と各監査役との間では、会社法第427条第１項の規定にもとづ

き、同法第425条第１項に定める最低責任限度額を限度として損害賠償

責任を負う契約を締結しております。
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５．会計監査人に関する事項

（１）会計監査人の名称

有限責任監査法人トーマツ

（２）報酬等の額

報　酬　等　の　額

当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 16,500千円

当社および子会社が会計監査人に支払うべき
金銭その他の財産上の利益の合計額

16,500千円

（注）１．当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法上の監査に対す

る報酬等の額と金融商品取引法上の監査に対する報酬等の額を区分して

おらず、実質的にも区分できないため、上記の金額はこれらの合計額を

記載しております。

２．監査役会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況

および報酬見積の算出根拠などが適切であるかどうかについて必要な検

証を行ったうえで、会計監査人の報酬等の額について同意の判断をいた

しました。

（３）会計監査人の解任または不再任の決定の方針

監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要

があると判断した場合は、株主総会に提出する会計監査人の解任または

不再任に関する議案を決定いたします。

また、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当する

と認められる場合は、監査役全員の同意にもとづき、会計監査人を解任

いたします。この場合、監査役会が選定した監査役は、解任後最初に招

集される株主総会におきまして、会計監査人を解任した旨と解任の理由

を報告いたします。
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６．業務の適正を確保するための体制および当該体制の運用状況の概要

　取締役の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための

体制その他株式会社の業務の適正を確保するために必要な体制の整備に関

して取締役会において決議をしている内容の概要は以下のとおりでありま

す。

（１）取締役および使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを

確保するための体制

①企業としての社会的信頼に応え、企業倫理・法令遵守の基本姿勢を明

確にすべく、全役職員を対象とした行動指針を策定し、周知徹底させ

る。

②コンプライアンス規程にもとづき、コンプライアンス担当取締役を委

員長とするコンプライアンス委員会を設置し、業務プロセス・規程の

整備、評価・監視体制の維持・強化を図る。

③内部通報制度運用規程にもとづき、法令違反、不正行為等を早期に発

見し是正することを目的とする内部通報制度の運用を行う。

④業務執行部門から独立した内部監査部門を設置し、各部門の業務プロ

セス等を監査し、不正の発見・防止とプロセスの改善に努める。

（２）損失の危険の管理に関する規程その他の体制

①リスク管理規程にもとづき、リスク管理担当取締役を委員長とするリ

スク管理委員会を設置し、リスク管理体制の構築および運用を図る。

②内部監査室が各部門のリスク管理体制を検証し、問題点の指摘・改善

の指導等を行う。

（３）取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制

　文書管理規程にもとづき、株主総会議事録、取締役会議事録、稟議

書等の取締役の職務の執行に係る情報を適切に保管および管理する体

制を図る。
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（４）取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

①毎月１回の定例取締役会を開催するほか、必要に応じて臨時取締役会

を適宜開催し、重要事項の決定ならびに業務執行状況の監督等を行う。

②職務分掌規程および職務権限規程にもとづき、業務の組織的かつ効率

的な運営を確保する体制を図る。

（５）企業集団における業務の適正を確保するための体制

①当社とグループ会社を含めた企業集団全体の行動指針を定めることと

し、統一の理念を保つ。

②当社とグループ会社共通の内部通報制度を整備し、運用する。

③当社内部監査部門の内部監査室は、グループ会社の業務プロセス等を

監査し、不正の発見・防止とプロセスの改善に努める。

（６）監査役の職務を補助すべき使用人およびその使用人の取締役からの独

立性に関する事項

　監査役会は、監査役の職務を補助すべき使用人を置くことができる

ものとする。その使用人の人事考課については監査役が行うこととし、

これらの者の異動、懲戒については監査役会の同意を得るものとする。

（７）取締役および使用人が監査役に報告するための体制

①取締役および使用人は、監査役に対して、法令等に違反する事実、会

社に著しい損害を与えるおそれのある事実を発見したときは、当該事

実に関する事項を速やかに報告しなければならないものとする。

②監査役は、監査役監査を実効的に行うため、「取締役会」のほか、「コ

ンプライアンス委員会」「リスク管理委員会」その他重要な会議また

は委員会に可能な限り出席することとする。

（８）その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

　監査役は、内部監査部門の実施する内部監査に係る年次計画につい

て事前に説明を受け、また、内部監査の実施状況について適宜報告を

受けるものとする。
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　業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要は、以下のとおりで

あります。

　財務報告の有効性に関する評価ならびに各部署における業務処理統制の

状況については、内部監査室が監査役および会計監査人と連携して計画的

に実施する監査において検証をしており、その検証結果については代表取

締役および監査役に対し報告をしております。

　リスク管理については、リスク管理規程にもとづき毎月１回開催される

リスク管理委員会において、業務上のリスクを評価および予見して重要リ

スクを特定するとともに、その重要性に応じて適宜対応を図っております。

　コンプライアンスについては、コンプライアンス規程にもとづくコンプ

ライアンス委員会のほか、監査役と内部監査室が連携して実施する監査に

より検証をしており、その検証結果については代表取締役および監査役に

対し報告をしております。

　内部通報については、匿名での通報も可能である内部通報窓口および通

報者に対する不利益取扱いの禁止を内部通報制度運用規程に定め、役職員

に対して周知徹底を図っております。

－ 12 －



貸　借　対　照　表
（平成30年１月31日現在）

（単位：千円）

資 産 の 部 負 債 の 部

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

売 掛 金

商 品

仕 掛 品

前 払 費 用

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物

車 両 運 搬 具

工 具 器 具 備 品

土 地

無 形 固 定 資 産

ソ フ ト ウ ェ ア

電 話 加 入 権

投資その他の資産

投 資 有 価 証 券

関 係 会 社 株 式

長 期 前 払 費 用

差 入 保 証 金

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

5,830,774

4,537,650

298,000

5,832

824,166

66,070

41,566

57,487

963,315

48,831

24,862

0

21,454

2,514

18,169

16,927

1,242

896,314

271,386

47,999

163,823

146,980

266,106

18

流 動 負 債 3,545,899

買 掛 金 63

短 期 借 入 金 2,750,000

未 払 金 261,429

未 払 法 人 税 等 24,855

前 受 金 421,331

預 り 金 803

賞 与 引 当 金 84,368

そ の 他 3,048

固 定 負 債 138,153

退 職 給 付 引 当 金 75,703

長 期 未 払 金 62,200

そ の 他 250

負 債 合 計 3,684,053

純 資 産 の 部

株 主 資 本 3,077,517

資 本 金 412,902

資 本 剰 余 金 432,218

資 本 準 備 金 423,708

その他資本剰余金 8,510

利 益 剰 余 金 2,970,700

利 益 準 備 金 1,350

その他利益剰余金 2,969,350

繰越利益剰余金 2,969,350

自 己 株 式 △738,303

評価・換算差額等 32,518

その他有価証券評価差額金 32,518

純 資 産 合 計 3,110,035

資 産 合 計 6,794,089 負 債 純 資 産 合 計 6,794,089

（注）千円単位の記載金額は、千円未満切り捨てにより表示しております。
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損　益　計　算　書

（ 平成29年２月１日から
平成30年１月31日まで ）

（単位：千円）

科 目 金 額

売 上 高 3,067,288

売 上 原 価 2,047,061

売 上 総 利 益 1,020,227

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 1,006,163

営 業 利 益 14,063

営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び 受 取 配 当 金 58,143

受 取 保 険 金 34,194

そ の 他 6,844 99,182

営 業 外 費 用

支 払 利 息 1,711

為 替 差 損 182,467

そ の 他 331 184,510

経 常 損 失 71,264

税 引 前 当 期 純 損 失 71,264

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 22,040

法 人 税 等 調 整 額 △40,150 △18,109

当 期 純 損 失 53,154

（注）千円単位の記載金額は、千円未満切り捨てにより表示しております。
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株主資本等変動計算書

（ 平成29年２月１日から
平成30年１月31日まで ）

（単位：千円）

株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

資本準備金
そ の 他
資本剰余金

資本剰余金
合　　　計

利益準備金

そ の 他
利益剰余金

利益剰余金
合　　　計

繰 越 利 益
剰 余 金

当 期 首 残 高 412,902 423,708 8,510 432,218 1,350 3,109,016 3,110,366

事業年度中の変動額

剰 余 金 の 配 当 △86,511 △86,511

当 期 純 損 失 △53,154 △53,154

株 主 資 本 以 外 の
項目の事業年度中の変動額
( 純 額 )

事業年度中の変動額合計 - - - - - △139,666 △139,666

当 期 末 残 高 412,902 423,708 8,510 432,218 1,350 2,969,350 2,970,700

株 主 資 本 評 価 ・ 換 算 差 額 等

純 資 産 合 計

自 己 株 式
株 主 資 本
合 計

その他有価証券
評 価 差 額 金

評 価 ・ 換 算
差 額 等 合 計

当 期 首 残 高 △738,303 3,217,183 22,452 22,452 3,239,635

事業年度中の変動額

剰 余 金 の 配 当 △86,511 △86,511

当 期 純 損 失 △53,154 △53,154

株 主 資 本 以 外 の
項目の事業年度中の変動額
( 純 額 )

10,066 10,066 10,066

事業年度中の変動額合計 - △139,666 10,066 10,066 △129,599

当 期 末 残 高 △738,303 3,077,517 32,518 32,518 3,110,035

（注）千円単位の記載金額は、千円未満切り捨てにより表示しております。
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個別注記表
１．重要な会計方針に係る事項

(1）資産の評価基準及び評価方法
①　満期保有目的の債券　　　　　償却原価法(定額法)
②　子会社株式及び関連会社株式　移動平均法による原価法
③　その他有価証券

・時価のあるもの　　　　　当事業年度の末日の市場価格等にもとづく時価法
（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却
原価は移動平均法により算定）

・時価のないもの　　　　　移動平均法による原価法
④　棚卸資産

・仕掛品　　　　　　　　　個別法による原価法（貸借対照表価額については収
益性の低下にもとづく簿価切り下げの方法）

・商品　　　　　　　　　　移動平均法による原価法（貸借対照表価額について
は収益性の低下にもとづく簿価切り下げの方法）

・貯蔵品　　　　　　　　　最終仕入原価法による原価法（貸借対照表価額につ
いては収益性の低下にもとづく簿価切り下げの方
法）

⑤　外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準
外貨建金銭債権債務は、当事業年度の末日の直物為
替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として
処理しております。

(2）固定資産の減価償却の方法
①　有形固定資産　　　　　　　　定率法
 　　　　　　　　　　　　　　 なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

　 建物（８～15年）
　 車両運搬具（６年）
　 工具器具備品（５～20年）

②　無形固定資産　　　　　　　　定額法
 　　　　　　　　　　　　　 　なお、自社利用のソフトウェアについては、社内に

おける利用可能期間（５年）にもとづいておりま
す。

(3）引当金の計上基準
①　賞与引当金　　　　　　　　　従業員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込

額にもとづき計上しております。
②　退職給付引当金　　　　　　　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末にお

ける退職給付債務の見込額にもとづき、計上してお
ります。
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(4）収益及び費用の計上基準
受注制作のソフトウェアに係る売上高及び売上原価の計上基準
・当事業年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められる受注契約
進行基準（進捗率の見積りは原価比例法）

・その他の受注契約
検収基準

(5）その他計算書類作成のための基本となる事項
消費税等の会計処理　　　　 消費税等の会計処理は税抜方式によっております。

２．貸借対照表に関する注記
(1）有形固定資産の減価償却累計額 555,119千円
(2）関係会社に対する金銭債権および金銭債務は次のとおりであります。

①　短期金銭債権 1,990千円
②　短期金銭債務 3,205千円

(3）取締役、監査役に対する金銭債務は次のとおりであります。
①　長期金銭債務 62,200千円

３．損益計算書に関する注記
関係会社との取引高
①　販売費及び一般管理費 194,863千円
②　営業取引以外の取引高 1,200千円
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４．株主資本等変動計算書に関する注記
(1）発行済株式の総数に関する事項

株式の種類
当事業年度期首
の株式数（株）

当事業年度増加
株式数（株）

当事業年度減少
株式数（株）

当事業年度末の
株式数（株）

普通株式 11,096,000 ― ― 11,096,000

(2）自己株式の数に関する事項

株式の種類
当事業年度期首
の株式数（株）

当事業年度増加
株式数（株）

当事業年度減少
株式数（株）

当事業年度末の
株式数（株）

普通株式 2,444,871 ― ― 2,444,871

(3）剰余金の配当に関する事項
①　配当金支払額等

 平成29年４月27日開催の第25期定時株主総会決議による配当に関する事項
・配当金の総額 86,511千円
・１株当たり配当額 10円
・基準日 平成29年１月31日
・効力発生日 平成29年４月28日

②　基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生が翌事業年度になるも
の

 平成30年４月26日開催の第26期定時株主総会において次のとおり付議いたします。
・配当金の総額 86,511千円
・配当の原資 利益剰余金
・１株当たり配当額 10円
・基準日 平成30年１月31日
・効力発生日 平成30年４月27日

(4）当事業年度の末日における新株予約権に関する事項
該当事項はありません。

５．税効果会計に関する注記
繰延税金資産の主な発生原因別の内訳
繰延税金資産の発生原因は、主に研究開発費および賞与引当金であります。
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６．金融商品に関する注記
(1）金融商品の状況に関する事項

①金融商品に対する取組方針

当社は、資金運用については、流動性の高い預金等の金融資産で運用しております。
また、資金調達については、主に銀行借入により調達しております。

②金融商品の内容およびそのリスク

外貨建預金については、為替の変動リスクに晒されております。
営業債権である売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。また、輸出取引に

よって生じる外貨建営業債権は、為替の変動リスクに晒されております。
投資有価証券は、主に株式や満期保有目的の債券であり、市場価格の変動リスクに晒

されております。
　営業債務である未払金は、そのほとんどが１ヶ月以内の支払期日であります。
長期未払金は、主に役員退職慰労金の打切り支給に係る債務であり、当該役員の退職

時に支給する予定であります。

③金融商品に係るリスク管理体制

イ．信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理
　営業債権については、与信管理規程に従い、主要な取引先の状況を定期的にモニタリ
ングし、取引相手ごとに期日および残高を管理するとともに、財務状況等の悪化等によ
る回収懸念の早期把握や軽減を図っております。
ロ．市場リスク（為替や金利等の変動リスク）の管理
投資有価証券については、定期的に時価や発行体の財務状況等を把握し、保有状況等

を継続的に見直しております。
ハ．資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管
理
適時に資金繰計画を作成・更新するなどにより流動性リスクを管理しております。

④金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

金融商品の時価には、市場価格にもとづく価額のほか、市場価格がない場合には合理
的に算定された価額が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込
んでいるため、異なる前提条件等を採用することにより、当該価額が変動することがあ
ります。
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(2）金融商品の時価等に関する事項
平成30年１月31日における貸借対照表計上額、時価およびこれらの差額については、

次のとおりであります。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは含
まれておりません（（注）２．参照）。

貸借対照表計上額
（千円）

時価（千円） 差額（千円）

(1)現金及び預金 4,537,650 4,537,650 －

(2)売掛金 298,000 298,000 －

(3)投資有価証券 271,386 311,388 40,002

資産計 5,107,037 5,147,039 40,002

(1)短期借入金 2,750,000 2,750,000 －

(2)未払金 261,429 261,429 －

負債計 3,011,429 3,011,429 －

 (注) １．金融商品の時価の算定方法並びに有価証券に関する事項
資　産
(1)現金及び預金、(2)売掛金

これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似してい
ることから、当該帳簿価額によっております。

(3)投資有価証券
時価については、株式等は取引所の価格によっており、債券は取引所の価格

又は取引金融機関等から提示された価格によっております。

負　債
(1)短期借入金、(2)未払金

これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似してい
ることから、当該帳簿価額によっております。

２．時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

区分 貸借対照表計上額（千円）

関係会社株式 47,999

長期未払金 62,200

関係会社株式については、市場価格がなく、かつ、将来キャッシュ・フローを見積
ることができず、時価を把握することが極めて困難と認められるため、記載しており
ません。
長期未払金については、役員退職慰労金の打切り支給に係る債務であり、当該役員

の退職時期が特定されておらず時価の算定が困難なため、記載しておりません。
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３．金銭債権および満期のある有価証券の決算日後の償還予定額

１年以内
（千円）

１年超
５年以内
（千円）

５年超
10年以内
（千円）

10年超
（千円）

現金及び預金 4,537,650 － － －

売掛金 298,000 － － －

投資有価証券

満期保有目的の債券

その他 － － 200,000 －

合計 4,835,650 － 200,000 －

７．１株当たり情報に関する注記
(1）１株当たり純資産額 359.49円
(2）１株当たり当期純損失 6.14円
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計算書類に係る会計監査報告

独立監査人の監査報告書
平成30年３月７日

株 式 会 社 ユ ー ク ス
取 締 役 会 　 御 中

有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士　松尾　雅芳　㊞

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士　矢倉　幸裕　㊞

　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社

ユークスの平成29年２月１日から平成30年１月31日までの第26期事業年

度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計

算書及び個別注記表並びにその附属明細書について監査を行った。

計算書類等に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会

計の基準に準拠して計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示す

ることにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計

算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示するために経営者が必要

と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の

立場から計算書類及びその附属明細書に対する意見を表明することにあ

る。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の

基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書類及

びその附属明細書に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保

証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施すること

を求めている。
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　監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示につい

て監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、当監査法

人の判断により、不正又は誤謬による計算書類及びその附属明細書の重

要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目

的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、

当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手

続を立案するために、計算書類及びその附属明細書の作成と適正な表示

に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会

計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も

含め全体としての計算書類及びその附属明細書の表示を検討することが

含まれる。

　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手

したと判断している。

監査意見

　当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国におい

て一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、当該計算書

類及びその附属明細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要

な点において適正に表示しているものと認める。

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定

により記載すべき利害関係はない。
以上
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監査役会の監査報告

監　査　報　告　書
　当監査役会は、平成29年２月１日から平成30年１月31日までの第26期事
業年度の取締役の職務の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に
もとづき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたしま
す。

１．監査役および監査役会の監査の方法およびその内容
（1）監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査
の実施状況および結果について報告を受けるほか、取締役等および会計監
査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求
めました。
（2）各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の
方針、職務の分担等に従い、取締役、内部監査部門その他の使用人等と意
思疎通を図り、情報の収集および監査の環境の整備に努めるとともに、以
下の方法で監査を実施しました。

①取締役会その他重要な会議に出席し、取締役および使用人等からその
職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要
な決裁書類等を閲覧し、本社および主要な事業所において業務および
財産の状況を調査いたしました。また、子会社については、子会社の
取締役および監査役等と意思疎通および情報の交換を図り、必要に応
じて子会社から事業の報告を受けました。

②事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令および定款に
適合することを確保するための体制その他株式会社およびその子会
社から成る企業集団の業務の適正を確保するために必要なものとし
て会社法施行規則第100条第１項および第３項に定める体制の整備に
関する取締役会決議の内容および当該決議にもとづき整備されてい
る体制（内部統制システム）について、取締役および使用人等からそ
の構築および運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて
説明を求め、意見を表明いたしました。

③会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施している
かを監視および検証するとともに、会計監査人からその職務の執行状
況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計
監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体
制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品
質管理基準」（平成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整備し
ている旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。
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　以上の方法にもとづき、当該事業年度に係る事業報告およびその附属

明細書、計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書お

よび個別注記表）およびその附属明細書について検討いたしました。

２．監査の結果

（1）事業報告等の監査結果

①　　事業報告およびその附属明細書は、法令および定款に従い、会
社の状況を正しく示しているものと認めます。

②　　取締役の職務の執行に関する不正の行為または法令もしくは定
款に違反する重大な事実は認められません。

③　　内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると
認めます。また、当該内部統制システムに関する事業報告の記載
内容および取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認
められません。

（2）計算書類およびその附属明細書の監査結果

　会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法および結果は
相当であると認めます。

平成30年３月８日

株式会社ユークス　監査役会

常勤監査役 前 川 　 健 ㊞

社外監査役 上 田 耕 治 ㊞

社外監査役 稲　津　喜久代 ㊞

以　上
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株主総会参考書類

議案および参考事項

第１号議案　剰余金の処分の件

剰余金の処分につきましては、以下のとおりといたしたいと存じます。

第26期の期末配当につきましては、当期の業績ならびに今後の事業展開

等を勘案いたしまして、以下のとおりといたしたいと存じます。

１．配当財産の種類

金銭といたします。

２．配当財産の割当てに関する事項およびその総額

当社普通株式１株につき金10円とさせていただきたいと存じます。

この場合の配当総額は、86,511,290円となります。

３．剰余金の配当が効力を生じる日

平成30年４月27日といたしたいと存じます。
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第２号議案　監査役１名選任の件

本総会終結の時をもって、監査役　稲津喜久代氏は任期満了となります

ので、監査役１名の選任をお願いいたしたいと存じます。

なお、本議案につきましては、監査役会の同意を得ております。

監査役候補者は次のとおりであります。

ふ 　り 　が 　な

氏  　　　　名
（生年月日）

略歴、地位および重要な兼職の状況
所有する当社
株 式 の 数

いな

稲
づ

津
き

喜
く

久
よ

代
（昭和45年２月21日生）

平成７年12月　司法書士登録
平成15年８月　あおぞら司法書士法務総合事務所創立

（現任）
平成22年４月　当社監査役（現任）

1,900株

（注）１．候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。
２．稲津喜久代氏は、社外監査役候補者であります。
３．稲津喜久代氏は、平成22年４月から８年間当社社外監査役を務めてお
り、その職責を適切に果たしております。また、同氏は、過去に社外取
締役または社外監査役となること以外の方法で企業経営に関与したこと
はありませんが、司法書士として会社法を中心とする企業法務に精通し
ており、社外監査役候補者として適任であると判断したことから、選任
をお願いするものであります。

４．当社は、稲津喜久代氏との間で、監査役として会社法第427条第１項の
規定にもとづき、同法第425条第１項に定める最低責任限度額を限度とし
て損害賠償責任を負う契約を締結しております。なお、同氏の再任が承
認された場合、当社は同氏との間で、当該契約を継続する予定でありま
す。

５．当社は稲津喜久代氏を、東京証券取引所の定める独立役員として指定
し、同取引所に届け出ております。

以　上

－ 27 －



株主総会会場ご案内
会　場　堺市堺区戎島町４丁45番地の１

ホテル・アゴーラ リージェンシー堺　３階 利休の間

電話　072－224－1121

交　通　南海本線　「堺駅」西口　徒歩３分

※堺駅西口からはホテル・アゴーラ リージェンシー堺２階への

連絡通路があります。

堺ランプ

大浜
ランプ

堺駅

至 松原→

堺東駅

至 神戸･大阪市内↑

至 

関
西
空
港
→

至 

和
歌
山
→

国
道
26
号
線

国
道
26
号
線

至 

岸
和
田
→

至 

和
歌
山
→

国
道
310
号
線

至 

高
野
山
→

Ｊ
Ｒ
阪
和
線

←
至 

天
王
寺

←
至 

な
ん
ば

←
至 

大
阪
市
内

南
海
高
野
線

阪
神
高
速
堺
線

南
海
本
線

←
至 

な
ん
ば

←
至 

天
王
寺

阪
神
高
速
湾
岸
線

ホテル・アゴーラ
リージェンシー堺

有料
駐車場

国道26号線
↓至 岸和田　　　　　

至 和歌山   ↓

阪神高速堺ランプ→

ロータリー

堺駅
陸橋

ポルタス・
センタービル

↑至 天王寺
国
道
26
号
線

南
海
本
線

←
至 

な
ん
ば▲

プ
ラ
ッ
ト

プ
ラ
ッ
ト

南
海
バ
ス

ラウンドワン

　阪神高速←大浜ランプ

（注）株主様用の駐車場はご用意しておりませんので、お車でのご来場はご遠慮

くださいますようお願い申しあげます。


